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ちびくろサンボは おおよろこび。
さっそく、あかい うわぎを きて、あおい ズボンに むらさきいろの くつを はいて、
みどりいろの ひがさを さして ジャングルへ さんぽに でかけました。

やがて、マンボが できあがった パンケーキを やまほど はこんで きました。
あんまり おいしいので、おかあさんの マンボは 27まい たべました。
そして おとうさんの ジャンボは 55まいも たべました。
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「がおーっ！　うまそうな ちびだ。 おまえを たべてやる。」
ちびくろサンボは あわてて いいました。
「トラさん、おねがい。ぼくを たべないで。 ぼくの この あかい うわぎを あげるから。」
「あかい うわぎか。よーし、 こんかい だけは かんべんしてやろう。」

「さっそく おいしい パンケーキを つくりましょう。」
マンボは こなと たまごと ミルクと おさとうを まぜて、たっぷりの トラのバターで やきました。

けれども ちびくろサンボは なんと、169まいも たべました。
とても とても おなかが すいていたのですね。

むかし、あるところに、ちびくろサンボという かわいい おとこのこが いました。
あるひ、おかあさんの マンボが、あかい うわぎと あおい ズボンを つくって くれました。
おとうさんの ジャンボは、まちで みどりいろの ひがさと むらさきいろの くつを かってきて 
くれました。

すると、とつぜん おおきな トラが めのまえに あらわれました。すると、とつぜん おおきな トラが めのまえに あらわれました。
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トラは ちびくろサンボの おしゃれな あおい ズボンを はくと、
「これで おれさまは ジャングルの なかで  いちばん りっぱだ！」
と とくいになって、どこかへ いって しまいました。

いきおいよく、ぐるぐる ぐるぐる まわって いるうちに、とうとう からだが とけだし はじめました。
それでも まだ やめないで、まわっているうちに トラたちは どろどろに とけて しまいました。
きの まわりには、トラが とけて できた おおきな いけ だけが のこりました。

トラは ちびくろサンボの すてきな あかい うわぎを きると、
「これで おれさまは  ジャングルの なかで いちばん りっぱだ！」
と よろこんで、どこかへ いって しまいました。

ジャンボは おおきな つぼを もってきて、バターを いれて もちかえりました。
バターを みた マンボは たいへん おどろきました。
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あいての トラを しっぽから たべて しまおうと おもったのです。
あまりに はやく まわるので、かおも あしも しっぽも くべつが つきません。
きの まわりに きいろい トラのわが できて しまいました。

ちびくろサンボは おそるおそる いいました。
「トラさん、おねがい。ぼくをたべないで。ぼくの この むらさきいろの くつを あげるから。」
「むらさきいろの くつか。 
 いや、だめだ。おれには あしが 4ほん あるんだ。2つだけだと やくに たたんわい。」

トラが とけて できた いけ からは、いい においが してきます。
ジャンボは すこしだけ なめてみて びっくり！
「これは すばらしい バターだ！ 
 いえへ もって かえって  マンボに おいしいものを つくって もらおう。」

「がおーっ！ うまそうな ちびだ。 おまえを たべてやる。」
ちびくろサンボは ふるえながら いいました。
「トラさん、おねがい。ぼくを たべないで。 ぼくの この あおい ズボンを あげるから。」
「あおい ズボンか。よーし、 こんかい だけは かんべんしてやろう。」

ちびくろサンボが また すこし いくと、なんと、 べつの トラが でてきました。ちびくろサンボが また すこし いくと、なんと、 べつの トラが でてきました。

それから しばらく あるいていくと、また べつの トラが でてきました。
「がおーっ！　うまそうな ちびだ。 おまえを たべてやる。」
それから しばらく あるいていくと、また べつの トラが でてきました。
「がおーっ！　うまそうな ちびだ。 おまえを たべてやる。」

ちょうど そのとき、
おとうさんの ジャンボが 
とおりがかりました。

ちょうど そのとき、
おとうさんの ジャンボが 
とおりがかりました。

「がおーっ！　ぐおーっ！」
トラたちは、おたがいの しっぽに かみついて、きの まわりを ぐるぐる まわり はじめました。
「がおーっ！　ぐおーっ！」
トラたちは、おたがいの しっぽに かみついて、きの まわりを ぐるぐる まわり はじめました。
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トラは ひがさを させないので、ちびくろサンボは しっぽに むすびつけて あげました。すると、とつぜん、
「がおーっ、うおーっ！」
と、トラの うなりごえが きこえて きました。
こえは だんだん おおきく なってきました。

「そうか、そいつは いい かんがえだ。 よーし、こんかい だけは かんべんして やろう。」
トラは きれいな むらさきいろの くつを みみに はめると、
「これで おれさまは ジャングルの なかで いちばん りっぱだ！」
と いばりながら、どこかへ いって しまいました。

ちびくろサンボは、いそいで ひろいあつめると、うわぎを きて、ズボンと くつを はき、
ひがさを もって にげました。
「よかった！ ぼくの たいせつな ものが  もどって きたよ！」
　　　　

「それなら みみに はめれば すてき ですよ。」「それなら みみに はめれば すてき ですよ。」
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ひどい トラたちに、うわぎも ズボンも くつも かさも みんな とられて しまって、
ちびくろサンボは おいおい なきながら あるいて いきました。
「えーん、えーん。 あかい うわぎも、あおい ズボンも、 
 むらさきの くつも、みどりの かさも、 みんな とられちゃった…。」

「なるほど！ よーし、 こんかい だけは かんべんして やろう。」
トラは みどりいろの かさを もらって
「これで おれさまは  ジャングルの なかで いちばん りっぱだ！」
と じまんしながら、どこかへ いって しまいました。

「おれが いちばん りっぱな とらだ」
「いや、おれだ！」
トラたちは、いいあらそっているうちに、どんどん こうふん してきました。
ついに、うわぎも ズボンも、かさも くつも ほうりだして おおあばれ しはじめました。

ところが、また また、べつの トラが でてきました。
「がおーっ！うまそうな ちびだ。 おまえを たべてやる。」
ちびくろサンボは びくびく しながら いいました。
「トラさん、おねがい。ぼくを たべないで。 ぼくの この みどりいろの ひがさを あげるから。」

みると、4とうの トラが あつまって けんかを していました。みると、4とうの トラが あつまって けんかを していました。


